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非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【専攻】生命科学，食品科学，食料生産および環境の保全と修 基礎学力と計画通り実験を実行する能力を修得すること
復などの分野における幅広い体系的な基礎学力と実践的技術力
とともに高い研究開発能力を修得している。

⇔

【専攻】農学分野で必要とされる情報収集・分析能力，批判的 データに基づいて、現象を説明できること
思考力を有し，農学分野での研究成果を発信できるグローバル
な情報発信能力を有する。

⇔

授業の概要 研究計画に基づいて得られた調査・実験データをとりまとめ，研究成果として発表できるようになる．

Contents: The survey and experimental data obtained based on the research plan will be compiled and 
prepared for presentation as research findings.

授業計画 1.リモートセンシング技術の活用
2.データ解析とまとめ方

成績評価の方法 研究遂行能力

成績評価の基準 下記基準で評価を行う。
秀S:達成目標の水準から見て卓越している
優A:達成目標の水準よりかなり上にある
良B:達成目標の水準よりやや上にある
可C:達成目標の水準にある
不可D:達成目標の水準よりやや下にある、またはかなり下にある

事前事後学習の
内容

着実な研究実施と得られて結果に関する考察を随時継続する

履修上の注意 1.基本は個別で指導しますので、進捗状況の報告は常に必要です。
2.ゼミでも指導します。やむを得ない理由があるときには欠席の事前に許可を取ることが必要です。

質問,相談への対
応

叶：ye@shinshu-u.ac.jp

学生へのメッセ
ージ

特になし

【教科書】 特になし

【参考書】 特になし


